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         気  象  庁  作  成  　  
発  震  機  構  は  気  象  庁  に  よ  る  C  M  T  解  　  
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図１　東北地方太平洋沖地震発生前までの海底の動き（ユーラシアプレート安定域固定）
　　　　 下里を基準として重心推定法（松本ほか、2008）にて解析した結果に、Sengoku (1998) で得られた下里の移動速度

 （291°, 3.2cm/year）を補正して算出した。
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北海道の上下地殻変動【猿払固定】速報解
平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震後累積
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図 1　地震後の各海底基準点の移動量（ユーラシアプレート安定域固定）
　　　　下里を基準として重心推定法（松本ほか、2008）にて解析した結果に、Sengoku (1998) で得られた下里の移動速度

 （291°, 3.2cm/year）を補正して算出した。図中の星は観測点近傍で起きた主な地震を示す。
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1983年を基準とした紀伊半島各水準点の経年変化(交9184固定：田辺市)
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平均6mm/yrの先端側沈降が見られる.
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ZMAP(Wiemer&Wyss,1994)
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平成２４年２月１７日 

地震予知連絡会事務局 

 

 

平成２４年度地震予知連絡会の開催について 
 

１．平成２４年度地震予知連絡会の開催日（案） 

 平成２４年度地震予知連絡会の開催を下記のとおり予定しています。 

 

回 年 月 日 

第１９５回 平成２４年 ５月３０日（水） 

第１９６回 平成２４年 ８月２９日（水） 

第１９７回 平成２４年１１月２１日（水） 

第１９８回 平成２５年 ２月１８日（月） 

 

 

２．地震予知連絡会議事の流れ 

（１）事務的議事 

（２）地殻活動モニタリングに関する検討 

   １）地殻活動の概況 

２）東北地方太平洋沖地震関連 

３）プレート境界の固着状態とその変化 

４）その他の地殻活動等 

（３）重点検討課題の検討（別紙参照） 

１）重点検討課題の検討 

２）次回の趣旨説明 

（４）その他の議事 

 

３．地震予知連絡会事務局メールアドレス 

   yochi-clerical@gsi.go.jp 
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別紙 

 

今後の地震予知連絡会で検討を行う重点検討課題名 

 

 

１．第１９５回地震予知連絡会 

  課題名：プレート境界に関するわれわれのイメージは正しいか？（その３） 

      相模トラフ周辺・首都圏直下 

  趣旨説明者：遠田晋次委員 

 

２．第１９６回地震予知連絡会 

課題名：内陸で発生している地震について 

  趣旨説明者：島崎会長 

 

３．第１９７回地震予知連絡会 

  課題名：世界の巨大地震・津波 

  趣旨説明者：佐竹委員（予定) 

 

４．第１９８回地震予知連絡会 

  課題名：東北地方太平洋沖地震に関する検討（まとめ） 

  趣旨説明者：松澤副会長 
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